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「忘れない」 詩篇 103:1-5 

「私の魂よ、主をたたえよ。 

そのすべての計らいを忘れるな。」 

私たち人間は、覚えていなくてもいいことを覚えていて、覚

えていたいことは忘れてしまうという傾向があります。そんな

私たちですから、過去の痛みや辛さなど、忘れたくても忘れら

れずに苦しんでいる人がどれほど多いことでしょう。しかし、

神様が私たちを受け入れ愛してくださっていることを知るから

こそ、神様の恵みを忘れてはならないという、今日の言葉に素

直にハイと言えるのです。 

もちろん苦しみや痛みの経験は、記憶には残るでしょう。し

かし、大事なことは、記憶から消し去ることが忘れるというこ

とではないということです。 

パウロは、「なすべきことはただ一つ、後ろのものを忘れ、

前のものに全身を向けつつ」(フィリピ 3:13)と言っています

が、その直前で、自分の輝かしい経歴を記し、今はそれらをク

ズと思っているとまで言っています。ちゃんと過去の栄光は記

憶にはあるのです。また、旧約聖書の創世記には、ヨセフとい

う人が出て来ます。17 歳の時に、兄たちの企みによって奴隷

としてエジプトに売られ、大変な苦労をします。しかし神様の

恵みによってついにはエジプトの王に次ぐ地位にまで上りつめ

ます。そんな彼が長男に「マナセ」(忘れる)という名をつける

のです。ヨセフは「神は、私の労苦と父の家のことをすべて忘

れさせてくださった。」(創世記 41:51)という思いでつけた名

前です。その後兄たちと再会した時、彼は、父の家(家族)のこ

とも、兄達がしたことも覚えていました。ではいったい神は何

を忘れさせてくださったのでしょう。それは、事実によって受

けた痛みを忘れさせてくださったのです。神様は彼の傷を完全

に癒してくださったのです。 

パウロもヨセフも、そしてこの詩篇を読んだダビデも、さら

に私たちも、過去の出来事、受けた傷、歪んだプライドは事実

としてあって、記憶にも残っていても、今の私がその事実をど

う見るかによって、傷が恵みに変わるのです。神様の癒しがそ

こにあるからです。傷が癒やされるなら、どんな過去の痛み

も、もはや私たちを苦しめることはなく、それに捉われること

もなくなります。 

ダビデの人生は試練や苦難の連続でした。しかし彼は、その

中でも、主を讃えよと自分自身に言っています。それは、彼の

傷や痛みに神様が触れてくださり、癒してくださったからこそ

の賛美なのです。 

「主はあなたの過ちをすべて赦し、あなたの病をすべて癒や

す方。あなたの命を墓から贖い、あなたに慈しみと憐れみの冠

をかぶせる方。あなたの望みを良きもので満たす方。こうし

て、あなたの若さが鷲のように新しくよみがえる。」 

過去の痛みや歪んだプライドを忘れるという恵みは、言い換

えれば、神の恵みを忘れないということにつながっていくので

す。 

この一年、皆さんお一人お一人にも、喜び踊る時も、涙する

時もおありになったでしょう。神様は、一人一人に寄り添い、

その痛みをご自分のこととして引き受けてくださり、慰めと励

ましと癒しを与えてくださったからこそ、今日があるのではな

いでしょうか。 

忘れるということは神の恵みです。だからこそ、その恵みを

忘れないお互いでありたいと願います。 


